
気象談話室
105（海面水温；メソ気象）

海面水温とメソ気象＊

荒　川　正 一
＊＊

　1．まえがき

　いま海は大気の側から熱い眼差しを向けられている．

とくに1か月以上の長期予測，10年以上のタイムスケー

ルの気候変動予測にとって，いまや海は不可欠のものと

されている．
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i登轡嬢擁難

辮1，戦、灘魑

　それに比べて，短期の気象，中規模気象に対する海の

役割は看過ごされがちのようである．私は海に関係する

仕事に携わるようになってから海と大気の相互作用，と

りわけ海が気象に及ぽす影響について注意してきたのだ

が，メソ気象に対しても海が意外に影響を及ぼしている
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第1図

　（c）

北海道の海霧の衛星写真（a），天気図（b），

　　　（b）

と旬平均海面水温図（c）
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354 海面水温とメソ気象

第1表　1987年6月11日15時北海道沿岸の気…象

視程

風向

風速

天気

雲

網　走

20km
　N

1．9m／s

　◎

10St

釧　路

3
SSE
4．4

＝＝＊

1St

広　尾

1．2

SSE
3．1

10St

浦　河

0．5

SW
1．8

苫小牧

O．8

SSW
2．9

＊釧路は0．9hまで≡

ように思われる．ここではそれを話題としてみたい．い

ささか我田（海？）引水の気味もないではないが，この

談話室を研究発表の場でなく自由な話題提供の場と解釈

して，あえてこのようなテーマとした次第である．

　Miyakoda－Rosati（1984）はその論文の中で，「大気か

ら海への影響は直接的でin　situであるが，海から大気

への影響は複雑でありしばしばテレコネクションの性質

をもっている」と言っている．しかしこれは大規模現象

のばあいであって，メソ現象のばあいには海から大気へ

の影響も直接的に単純な形で現われるようである．そし

てこのばあい海の側の影響因子は海面水温が主であっ

て，海流や混合層などはおおよそ二の次に措いてよさそ

．うである．

　2。北海道の海霧

　海霧が海面水温に影響されていることは論をまたない

ところなのだが，これが海面水温分布に応じて2つの形

をとることを紹介する．

　第1図は北海道の太平洋岸とオホーツク海岸およびオ

ホーツク海の南半分を霧が覆っているときのひまわりの

写真である．この二つの霧は発生機構の違うものである

ことがつぎから分る．

　太平洋岸の霧についていえば，第1図の天気図および

第1表の北海道太平洋岸各地の天気から分るように，太

平洋岸では南よりの風が吹いていた．同海域の水温が風

下に向って単調に低下していることから，この海域の霧

は典型的な移流霧と解される．

　一方オホーツク海側ではE～NEの風である（第1図

と第1表を参照）．海面水温（旬平均図）によれば，千

島列島沿いに冷水域があり，オホーツク海は西と南すな

わち風下に向って水温が高くなっている．これから判断

するにオホーツク海上の霧は，寒気が冷水域から暖水域

へ向って吹くときにできる弱い対流性の層雲と解釈され
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第2図

　　　　　　（b）

九州西方海域における1969年7月上旬の海
況図（a）と，レーダーエコーの発生（×），

とエコークラスターヘの発達（○）を示す

図（b）．（山中より）

る．この時期北海道オホーツク海岸では層雲がよく現わ

れて夜間霧になることが肥沼（1952）によって指摘され，

Petterssenに倣って逆転霧と名付けられている．筆者も

雲頂面の夜間放射を勘定して逆転霧の量的な議論をした

黙天気”36．6．



○
02PO」S

JUし． 719

●
o

◎　　　奇 0230
　　ψ　“

o
◎“

’
o の

φ

　●
％ ●

」
● 0300

が’
◎

診

　●
■ 冨

● ρ 0330
◎

●

・　7

o ●一

・く＞
6　●
も

　、

～

0400

■、
ρ

塞■

　　　　つ●

‘
■
ρ
．

●

も
■

命

　　　J
o

¢
A

らも
0431

　　　　　■

q
　　o　●
■

，●’ ．　　・

σ’ ■

　、o“

、℃ ρ亭

’●
，●●

、d

　　　　　　←

●

て
　
　
　
　
　
脳 0500

’
　
■
　
　 ● ’o

，　‘

o

　　　　。N騨
　　　　◎

ζ

も魚
●

0530
　　　　o，4ρ3

第3図
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海面水温とメソ気象

凌風丸レーダーによる，エコーの発生か

らエコークラスターヘの発達過程の例．

（山中より）
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第4図
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355

長崎豪雨のとき九州西方に発生したクラウ

ドクラスターが発達しながら九州へ近づい

ていく様子．（Ogura他より）．

ことがある（荒川，1965）．

　第1表によれば，北海道太平洋岸各地では霧であるの

に対し，オホーツク海岸の網走では雲量10の層雲となっ

ていて上の解釈を裏づけている．なお，広尾でも10St

となっているが，広尾沖のローカルな水温分布を微妙に

反映しているように思われる．

　3．九州西海上の対流活動

　梅雨期の西九州の大雨には対馬暖流の影響が大きい，

ということは九州の予報現場からの研究報告によく見ら

れる（例えば山中（1973，1974））．

　山中は梅雨末期集中豪雨特別観測（1969年7月）の資

料を用いて，九州西方海上におけるじょう乱の発生発達

と海面水温との関係を論じている．第2図は1969年7月

1989年6月 25
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気象庁全国海況旬報・
　　THE　TEN｛）AY　MARINE　REPORT

57年7月下旬平均海面水温
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第5図　長崎豪雨のときの旬平均海面水温分布図．1982．7．21～31．

上旬の九州西方海域における海況図と，山中の論文の結

論ともいうべき観測船凌風丸における7月3～7日の間

のレーダー観測をまとめたものである．第2図（b）は，

凌風丸レーダーの探知範囲内（200km以内）で小さな

対流性エコーセルが発生し，それがエコークラスターま

で発達した17例について，発生点と発達点（ここでは長

径50kmになったところとした）を海面水温図の上に

プロットしたものである．黄海からの冷水域と対馬暖流

域との境界（急な水温勾配）から暖流域にかけてエコー

セルの発生が多く，また発達点はA定点（凌風丸）のま

わりの暖流域上に広く分布している．これから暖流域上

はエコーの発達が顕著な場所であることが分る．第3図

に対流性エコー発生からメソエコークラスターヘ発達の

過程の1例を示す．この図以後は更に発達しながら東に

進み，九州西部に大雨を降らせている．

　1982年7月23～24日の長崎豪雨のばあいも上のケース

26

に大変良く似ている．このときはひまわりの写真によっ

て明瞭なクラスターが追跡できる．小倉（1984）および

Ogura8」α」．（1985）の解析によれば，クラウドクラス

ターが朝鮮南方の弱い低気圧から伸びる寒冷前線付近で

発生し，次第に発達しながら東進し，長崎に達して豪雨

をもたらしている（第4図）．これが10～30分くらいの

間隔で発生して長崎を襲ったようである．

　このときの旬海面水温図は第5図に見られるように，

鋭い暖舌が対馬海峡を北へ突き出しており，極めて特徴

的な分布をしていた．前後数年間の海況旬報を通覧して

もこれほど顕著なものは見られなかった．筆者はこのと

きの九州西方海上の低気圧，寒冷前線，温暖前線も上の

水温分布と無縁でないような気がする．

4．黒潮の蛇行と東海地方の雨量

本州の南岸沿いに走る黒潮の流路には2つのタイプが

蟻天気”36．6．
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第9図

　　　　　　　　　　　　　300km

啓風丸が観測した帯状雲の断面図．流線（破線），等湿数線（細い実線），

陰影は湿数4。C以下の湿潤域，太い二重の実線は逆転層，下層のがPK
不連続面．

州
（JST）

　→NE

るか？　第8図に東海地方の1月の月雨量の経年変化を

併載したが，これをみると明らかに関係がありそうであ

る．少なくとも同地方の100mm以上の大雨は直進期に

現われていて，蛇行期の月雨量は比較的少ない傾向にあ

る．9，10月の台風期の雨量にも同じ傾向が見られる．

　大雨の条件として総観スケールの気象場が重要である

ことはもちろんであるが，ここに述べたような要素も必

要条件の1つとしてあげられるかもしれない．
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第12図

第11図 帯状雲の予報実験の境界条件として用いた

地面の高さと海面水温の分布（Nagataよ
り）

帯状雲の北東方と南西方から発した流線
（または流跡線）の振る舞．西方からの流

線はPK不連続面を滑昇し，北東方からの

流線はPK不連続面の下にもぐり，PK
不連線のところから前者と一緒に上昇して

いる．（Nagataより）

　5。日本海の帯状雲

　観測船啓風丸による季節風時日本海上の帯状雲の横断

観測報告において，最も注目すべき事実は，PK不連続

面（線）の存在であった（メソ気象調査グループ，1988）．

PK不連続面は沿海州を経てN～NNE風としてきた

“寒気”と，朝鮮半島を経由して西よりの風としてやっ

てきた“暖気”とによって構成され，帯状雲の主部で

1989年6月

あるCbラインは両気流の収束するPK不連続線上に位

置している．啓風丸観測の解析の結果，第9図に示すよ

うな帯状雲の断面構造が考えられた．

　気象衛星センターでは上の観測と同時にGMS－3に

よる短時間連続観測を行った．内藤（1987）はこのデー

タを用いて下層雲の移動に関する詳細解析を行い，雲移

動風による収束・発散などを求め第10図を得た．帯状雲
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360 海面水温とメソ気象

の北東部を占める横モード雲の下層雲風はNE～Nで風

は弱い．一方Cbラインの南西方の風はNWで，両気

流はCbラインのところで収束している．これは第9図

の解析と符合している．内藤によれば横モード雲北方の

雲移動風は本来のNW風であるが，日本海中部の水温

集中帯の影響で曲げられるためにN～NE風となるのだ

という．大変興味ある着想であると思う．

　Nagata（1987）は微格子モデルを用いて帯状雲の予報

実験を行った．日本海に帯状雲が現われ，日本列島に大

雪を降らせた日を選び，それを前日から予想するという

実験を行った．地面の境界条件として，地面の標高とそ

の旬の海面水温を与えた（第11図）．その結果，海面水

温として気候値を用いたばあいに比べてより現実に近い

帯状雲の構造を再現することができた．この予報実験で

得た帯状雲の断面構造は啓風丸による観測結果第9図と

すこぶるよく似ていた．この場合にも帯状雲の北側の気

流はNWの方向からN～NEに偏侮しPK不連続線
に向けて収束している（第12図）．Nagataはこの偏流は

活発な対流活動を続けるCbラインに誘引されたものと

解している．気流の偏侮に関する内藤と永田の見解は異

なるようだが，筆者には両方が寄与しているように思わ

れる．すなわち水温急勾配は気流偏俺のトリガーとして

働き，Cb線を発達させ，その後はそれに誘引されたよ

り厚い層の偏侍流が持続するのではあるまいか？

　6．むすび

　メソ気象を例にとって，海から気象への影響につき今

考えていることの一部を紹介した．

　本文の結語として私はつぎのことを述べたい．“四面

を海に囲まれた日本においては，第11図が象徴している

ように，海面水温と地形とはメソ気象に対して同じ程度

に影響している”と．

　なお気象庁海洋課では海面水温，表層水温や海流の解

析図・予想図を作成してFAX放送（JMH／CDF）して

いるほか，r気象庁海況旬報」を毎旬発行するなど海の

情報を広く一般に伝えていることを最後につけ加えてお
く．
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